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1,2,3,6
電力・ガス・食料品等価格高騰重点支
援給付金

コロナ禍において物価高騰等に直面す
る低所得世帯への支援を行うことで、
低所得の方々の生活を維持する。

1,350,491,955 1,350,491,955

令和5年度の住民税が非課税者のみ
の世帯、均等割のみ課税者と非課税
者で構成される世帯及び令和5年1月
以降に家計が急変した世帯に対して、
1世帯あたり3万円を給付した。
・非課税世帯38,021世帯
・均等割のみ課税世帯5,561世帯
・家計急変世帯138世帯

物価高騰に直面する低所得者世帯へ
の支援となった。

福祉総務課

7 平島公園野球場管理棟トイレ改修工事

コロナ感染症の発生の予防及び蔓延
の防止対策として、和式である便器を
洋式に変更し、飛沫防止を図る。また、
ボタン押し小便器や照明器具を人体感
知センサー式へ取り換えするなど、非
接触なものにする。

26,013,900 26,013,900

平島公園野球場管理棟トイレ（男性：大
便器4据・小便器8据、女性：大便器8
据）を改修した。また、手洗い及び照明
器具を人体感知センサー式へ取り替え
た。

感染対策を行いながらも、利用者に快
適な施設環境の提供に寄与した。

スポーツ課

8 木曽川運動場管理棟トイレ改修工事

コロナ感染症の発生の予防及び蔓延
の防止対策として、和式である便器を
洋式に変更し、飛沫防止を図る。また、
ボタン押し小便器や照明器具を人体感
知センサー式へ取り換えするなど、非
接触なものにする。

9,227,900 9,227,900

木曽川運動場管理棟トイレ（男性：大便
器1据・小便器2据、女性：大便器2据）
を改修した。また、照明器具を人体感
知センサー式へ取り替えた。

感染対策を行いながらも、利用者に快
適な施設環境の提供に寄与した。

スポーツ課

9
公立保育園インターホンシステム導入
事業

公立保育園に内線電話システムを導
入し、園内の連絡を円滑に行い、安全・
安心な保育を提供する。少数の受話器
（子機）を多くの職員で共用しているた
め、受話器の受け渡し時に接触機会が
発生すること、通話時に付着した飛沫
等に触れることなど新型コロナウイル
ス感染症拡大のリスクがある。内線電
話システムを導入することで、受話器
（子機）を共用する職員数が減るととも
に、受話器の受け渡し時の接触機会を
なくし、感染リスクを減らすことができ
る。

44,290,400 44,290,400

公立保育園52園に内線電話システム
を導入した。

受話器（子機）を共用する職員数が減
るとともに、受話器の受け渡し時の接
触機会を減らすことにより、感染拡大
防止に効果があった。

保育課

10 保育園空調設備更新事業

市立保育園において、新型コロナウイ
ルス感染症の拡大を防止するため適
切に換気をおこないつつ、保育を行う
必要がある。保育環境を維持するた
め、老朽化した空調設備を更新する。

93,565,065 84,149,164

公立保育園20園で老朽化した遊戯室
等の空調設備43台を更新した。

適正な換気・室温管理を行える室内環
境に改善し、感染拡大防止に効果が
あった。 保育課

12 宅配ボックス設置補助金

ウィズコロナにおける感染症の発生の
予防及びまん延の防止のため、宅配
便受取時の接触機会の低減を目的と
して、住宅の宅配ボックス購入・設置に
係る費用を補助（補助率2分の1、上限
6万円）する。 13,566,000 13,566,000

据え置き型宅配ボックスの購入及び設
置に係る費用の補助を247件に対して
行った。

宅配便受取時の接触機会の低減及び
再配達の減少による環境負荷への低
減に寄与した。
宅配ボックス設置後に行ったアンケー
トでは、対面での受け取り（営業所等で
の受け取りも含む。）頻度は、「すべて
減らせた：8%」「ほとんど減らせた：36%」
「半々くらい：33%」「少し減らせた：23%」
との回答があり、目的（接触機会の低
減）を果たすことができた。
アンケート結果公表ページID：1056254

危機管理課

13 ごみボックス設置補助事業

ごみ集積場所におけるごみの飛散、鳥
獣によるごみの散乱による新型コロナ
ウイルス感染リスクの増大の防止を図
るためのごみボックスを設置する町内
会に対し購入費の一部を補助する。

14,387,062 14,387,062

ごみボックスの購入費用の一部補助を
93件（94町内会）に対して行い、217か
所の集積場所に353台を設置した。

ごみボックスの設置により、鳥獣による
ごみの散乱を防ぎ、　新型コロナウイル
ス感染リスク増大の防止を図ることが
できた。

収集業務課

14 路線バス利用者維持臨時負担金

アフターコロナにおける路線バスの利
用を促進するため、名鉄バスの高齢者
フリーパス（シルバーパス65：7,000円/
月、ゴールドパス70：5,500円/月）の購
入時に市が購入費の一部を負担する。

1,597,000 1,597,000

期間中販売数
・1か月券　1,448枚
・2か月券　144枚
・3か月券　486枚　　合計2,078枚

外出が必要な高齢者に路線バスを利
用してもらい、新型コロナの影響で利
用者が減少した路線バスの維持・確保
を図ることができた。

地域交通課

15 学校給食費保護者負担軽減補助金

コロナ禍において物価高騰に直面する
保護者の子育てに対する経済的負担
の軽減を図るため、小中学校の給食費
の一部を補助する（2学期の増額分）。

45,955,040 45,955,040

給食費
小学校　285円（前250円）
中学校　325円（前285円）

R5.9～R5.12（2学期）
小学校　35円のうち20円
中学校　40円のうち20円

上記金額分の給食費を徴収せず、そ
の分の金額を学校給食食材購入事業
者へ交付した。

学校給食費の一部を補助することによ
り給食費改定による保護者の経済的な
負担を軽減することができた。

学校給食課

16 窓口受付・交付システム導入事業

来庁者自身で用件毎の窓口の番号札
を発券してもらい、機械音声や案内表
示による呼出にすることにより、従来の
ような職員との接触機会が減り、飛沫
感染のリスクを回避することから、新型
コロナウイルス感染症の発生予防や拡
大防止につなげる。

2,530,000 2,530,000

窓口7カ所について、当該システム一
式を導入した。

来庁者自身での番号札発券、及び機
械音声や案内表示による呼出により、
職員との接触機会減少や飛沫感染の
リスク回避から、新型コロナウイルス感
染症の拡大防止につながった。

尾西事務所窓
口課

17 光明寺公園球技場トイレ改修事業
トイレ設備をコロナ感染予防対策として
改修する。（大便器の洋式化による飛
沫防止）

19,726,300 19,726,300
トイレ設備について、大便器21基の洋
式化を行った。

感染対策を行いながらも、利用者に快
適な施設環境の提供に寄与した。 指定管理課

18
指定管理施設予約システム導入事業
（地域文化広場）

予約システムの導入により、施設の利
用予約及び決済が窓口に行かなくても
済むようになることで、窓口での接触の
機会が軽減され、新型コロナウイルス
感染症の拡大防止に繋がる。

698,500 698,500

施設の利用予約及び決済をオンライン
で完了させることができるシステムを導
入した。

予約システムの導入により、窓口での
接触の機会が軽減され、感染リスクを
低減できた。 指定管理課

19
指定管理施設予約システム導入事業
（尾張一宮駅前ビル）

予約システムの導入により、施設の利
用予約及び決済が窓口に行かなくても
済むようになることで、窓口での接触の
機会が軽減され、新型コロナウイルス
感染症の拡大防止に繋がる。

533,500 533,500

施設の利用予約及び決済をオンライン
で完了させることができるシステムを導
入した。

予約システムの導入により、窓口での
接触の機会が軽減され、感染リスクを
低減できた。 指定管理課

20 中学校インターホンシステム導入事業

教室、職員室及び保健室にインターホ
ンシステムを配備し、直接接触すること
なく相互に連絡を取れる環境を導入す
ることで、接触機会を低減し新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止を図る。

27,997,783 27,997,783

令和4年度に導入した大和中学校を除
く市内中学校18校にインターホンシス
テムを整備した。

対面での応対による接触機会を、シス
テムを導入することにより低減すること
ができた。 教育部総務課

21 市立中学校電子黒板整備事業

コロナ禍により教育分野においても
DX・デジタル化が急務となっている状
況を踏まえ、GIGAスクール構想で整備
した1人1台端末のメリットをさらに強化
するため電子黒板を導入し、GIGAス
クール構想の更なる加速・強化等によ
る新たな時代に相応しい教育の実現を
図る。また、生徒が自席において1人1
台端末から電子黒板に投影することに
よって、従来の黒板への板書による密
を回避し新型コロナウイルス感染症拡
大防止を図る。

43,114,500 43,114,500

市内中学校19校の普通教室に電子黒
板を195台整備した。

国の提唱するGIGAスクール構想をより
効果的に実現することができ、コロナ禍
における新しい生活様式に合わせた教
育環境の整備に寄与した。

教育部総務課

22 小学校インターホンシステム導入事業

教室、職員室及び保健室にインターホ
ンシステムを配備し、直接接触すること
なく相互に連絡を取れる環境を導入す
ることで、接触機会を低減し新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止を図る。

120,431,729 120,431,729

令和4年度に導入した丹陽西小学校を
除く市内小学校41校にインターホンシ
ステムを整備した。

対面での応対による接触機会を、シス
テムを導入することにより低減すること
ができた。 教育部総務課
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23 市立小学校電子黒板整備事業

コロナ禍により教育分野においても
DX・デジタル化が急務となっている状
況を踏まえ、GIGAスクール構想で整備
した1人1台端末のメリットをさらに強化
するため電子黒板を導入し、GIGAス
クール構想の更なる加速・強化等によ
る新たな時代に相応しい教育の実現を
図る。また、児童生徒が自席において1
人1台端末から電子黒板に投影するこ
とによって、従来の黒板への板書によ
る密を回避し新型コロナウイルス感染
症拡大防止を図る。

106,791,300 106,791,300

市内小学校42校の普通教室に電子黒
板を483台整備した。

国の提唱するGIGAスクール構想をより
効果的に実現することができ、コロナ禍
における新しい生活様式に合わせた教
育環境の整備に寄与した。

教育部総務課

24
八幡消防分署仮眠室ほか空調設備改
修工事

消防署における職員の感染拡大は火
災・救急出動等の市民サービスの低下
に繋がることから、職員が長時間滞在
する事務室及び仮眠室は新型コロナウ
イルス感染症の拡大を防止するため適
切に換気を行う必要がある。空調設備
の機能を向上させることで換気回数を
増やして感染予防を図るため、下記消
防署等の空調設備を改修する。
1 八幡消防分署仮眠室（西側6室）
2 木曽川消防署事務室（西側）

5,425,200 5,425,200

八幡消防分署仮眠室（西側6室の室内
機6台、室外機2台）、木曽川消防署事
務室（西側の室内機1台、室外機1台）
の空調設備を改修した。

使用する職員等の感染リスクが減少し
た。

消防本部消防
救急課

25 商工団体等事業補助金

積極的に地域の活気や賑わいを高め
るイベントや、販売促進に寄与する事
業を行う場合の補助金について、補助
率を15％上乗せして、コロナ禍におい
て物価高騰等に直面する商工団体等
を支援する。

4,547,905 3,893,923

商工業団体15件に対して合計
4,547,905円の補助金を交付した。

新型コロナウイルス感染症拡大により
開催が減少していた催事の開催を促
進することができ、地域経済の下支え
となった。

産業振興課

26 就職フェア特別開催事業

新型コロナウイルス感染症拡大による
影響を受け失業した離職者で正規再
就職を目指す方と,新型コロナウイルス
感染症の回復基調により人材不足に
陥っている事業者とのマッチング機会
を創設する。

243,400 243,400

ハローワーク一宮と共催で就職支援
フェアと障害者企業面接会を開催し、
主にコロナ失業者と企業とのマッチン
グを行った。
企業相談会には59社延べ394名の参
加があった。

新型コロナウイルス感染症拡大による
企業の人手不足解消と求職者の就職
支援に寄与した。

産業振興課

27 保育園等給食食材高騰対策事業

新型コロナウイルス感染症の流行等に
よる物価高騰を受けて、給食費に価格
転嫁することなく給食の質・量を維持す
るため、公立保育園の給食材料費を増
額するとともに、民間保育施設に補助
を行う。

59,819,680 49,092,392

公立保育園の給食材料費を増額する
とともに、私立保育園・認定こども園・
地域型保育事業所・認可外保育施設
に対しては、1食あたり60円の材料費
補助を実施した。

施設に給食食材費の値上がり分を補
助することで、保護者に価格転嫁され
ることなく、保護者の負担軽減に繋がっ
た。

保育課

28
（水道事業会計繰出）水道基本料金無
料化事業

コロナ禍において原油価格・物価高騰
等にいまだ直面している中で、市民や
事業者の方々の負担を軽減するため
に9月検針分と10月検針分の2か月分
の水道の基本料金を無料にする。

236,677,244 236,677,244

対象期間　令和5年9月～令和5年10月
検針分
免除戸数（官公庁を除く） 172,073戸
免除に係る執行額　　234,174,839円
（事務費　2,502,405円）

原油価格・物価高騰等に直面する市民
や事業者の負担を軽減することができ
た。 営業課

29 省エネ家電製品買替促進補助事業

コロナ禍における物価高騰対応事業と
して、エネルギー価格高騰の影響を受
けた生活者にエネルギー費用負担の
軽減を図るため省エネ性能の高い機
器への買替えを促進する。

106,645,873 106,645,873

3,377世帯に対して補助金を交付し、省
エネ性能の高い家電製品への買い換
え等を支援した。

省エネ性能の高い家電製品への買い
換え等補助により、エネルギー価格高
騰の影響を受ける市民を支援すること
ができた。

環境政策課

30 キャッシュレス決済ポイント還元事業

新型コロナウイルス感染症拡大による
影響及びエネルギー・食料品等の物価
高騰の影響を受ける事業者及び市民
を支援するために、市が対象とするス
マートフォン決済アプリ利用時におい
て、ポイントを還元するキャンペーンを
行う。

335,951,882 239,688,008

2023年11月の1か月間実施し、店舗取
引額が対前月比最大2.1倍となり、消費
者へのポイント還元総額が315,653,172
円となった。（事務費：20,298,710円）

非接触決済が促進され、感染対策とと
もに、市内事業者の事業継続に寄与し
た。

産業振興課

32 肥料価格高騰対策支援事業

新型コロナウイルス感染拡大や世界的
な穀物需要の増加、エネルギー価格の
上昇等の影響により、肥料価格が急騰
している中、化学肥料の使用量の低減
に向けて取り組む農業者に対し、肥料
コスト上昇分の一部を支援する。

4,374,984 4,374,984

補助人数127人に肥料コスト上昇分の
一部を支援した。

化学肥料の使用量の低減に向けて取
り組む農業者に対し、肥料コスト上昇
分の一部を支援することにより、農業
経営への影響を緩和するとともに、化
学肥料の使用低減を図った。

農業振興課

34 医療従事者応援負担金

コロナウイルス感染症患者入院医療機
関の処遇改善を推進するため、医療機
関に対して愛知県が交付する応援金
のうち一宮市分を負担するもの。

166,000 160,031

令和5年3月1日以降に発注・契約し、
令和5年4月1日から令和5年6月30日ま
でに支出した経費について新型コロナ
ウイルス感染症患者が入院した医療
機関のうち申請のあった2医療機関に
交付した。

新型コロナウイルス感染症患者を受け
入れる医療機関の処遇を改善すること
ができた。

保健予防課

35
（国民健康保険事業会計繰出）自己採
血検査事業

ウィズコロナ下での「オンライン診療等
の推進」の一環として、郵送とウェブサ
イトを組み合わせた生活習慣病予防事
業

623,251 473,251

郵送とウェブサイトを組み合わせた自
己採血検査事業を実施し、感染リスク
の軽減を行った。
　自己採血検査委託料：623,251円

自己採血検査を実施することにより、
採血のために病院へ来院する必要が
なくなり、感染リスクの軽減につながっ
た。また、それに伴い医療機関の負担
軽減にもつながった。

保険年金課

36
（国民健康保険事業会計繰出）本庁舎
1階待合スペースにおける3密対策

窓口の混雑状況をウェブサイトで配信
することで、待合スペースでの密集を
軽減し、新型コロナウイルス感染症の
拡大を防止する。

87,120 87,120

混雑状況の配信を継続し、待合スペー
スでの密集軽減を行った。
　混雑状況配信システム使用料：
87,120円

混雑状況をリアルタイムに配信するこ
とで、来庁者の窓口における3密を回
避するとともに、人同士の接触機会を
軽減することができ、感染リスクの低減
に効果があった。

保険年金課

37 いずみ学園調理室換気扇取替工事
換気扇取替工事を行い、新型コロナウ
イルス感染防止のための換気機能を
改善する。

702,460 702,460
老朽化により換気能力が低下した調理
室換気扇（2箇所）の取り換え工事を
行った。

新型コロナウイルス感染症流行下にお
ける感染拡大防止に寄与した。

子ども発達支
援課

38
美術館Wi-Fi環境整備・キャッシュレス
決済導入事業

美術館内にWi-Fi環境を整備すること
で、キャッシュレス決済やオンライン配
信に利用するなど、ウィズコロナに対応
したデジタル環境を整備する。キャッ
シュレス決済を導入し、ウィズコロナに
対応したデジタル環境を整備する。

1,404,297 1,404,297

美術館内にWi-Fi環境を整備し、館内2
か所でキャッシュレス決済を可能化す
るなどデジタル環境を整備した。

キャッシュレス決裁の導入により、支払
いが非接触となり、感染防止に効果が
あった。 三岸節子記念

美術館

39
（水道事業会計繰出）オンライン会議用
Wi-Fi整備事業①

佐千原浄水場にて会議をオンラインで
実施可能にすることで接触機会を低減
し新型コロナウイルス感染症拡大を防
止するため、Wi-Fi整備を行う。

1,021,944 1,021,944

佐千原浄水場にWi-Fi装置を2台整備
し、Wi-Fiを利用できる環境を整備した。

Wi-Fi整備により、オンライン会議の開
催を促進することで、感染症対策（非接
触化、密の防止等）に寄与した。

施設保全課

40
（下水道事業会計繰出）オンライン会議
用Wi-Fi整備事業②

東部浄化センターにて会議をオンライ
ンで実施可能にすることで接触機会を
低減し新型コロナウイルス感染症拡大
を防止するため、Wi-Fi整備を行う。

1,265,264 1,265,264

東部浄化センターにWi-Fi装置を3台整
備し、Wi-Fiを利用できる環境を整備し
た。

Wi-Fi整備により、オンライン会議の開
催を促進することで、感染症対策（非接
触化、密の防止等）に寄与した。

施設保全課

41
（水道事業会計繰出）オンライン会議用
Wi-Fi整備事業③

管路保全課にて会議をオンラインで実
施可能にすることで接触機会を低減し
新型コロナウイルス感染症拡大を防止
するため、Wi-Fi整備を行う。

2,579,192 2,579,192

管路保全課庁舎にWi-Fi装置を5台整
備し、Wi-Fiを利用できる環境を整備し
た。

Wi-Fi整備により、オンライン会議の開
催を促進することで、感染症対策（非接
触化、密の防止等）に寄与した。

管路保全課

42
休日急病診療所新型コロナウイルス感
染症対策強化事業

コロナ５類移行後も、休日の一次救急
医療を継続して提供するため、院内で
の診療の再開を見据え、感染防止の
ための環境を整備する。

1,155,000 1,155,000

院内感染拡大防止を目的とした診療
ブース1台を設置した。

院内感染拡大防止の環境が整備さ
れ、休日の一次救急医療を継続して提
供できた。

保健総務課

43 西浅間公園便所施設感染症対策事業
トイレにおける、新型コロナウイルスの
飛散を防止するために、和式便座を洋
式便座に変更する。

495,000 495,000
公園の便座改修を1箇所行った。 公園内での感染症拡大防止に寄与し

た。 公園緑地課

44
尾西消防署2階会議室ほか空調設備
改修工事

消防署における職員の新型コロナウイ
ルス感染拡大は火災・救急出動等の
市民サービスの低下に繋がることか
ら、職員が長時間滞在する会議室及び
仮眠室は感染症の拡大を防止するた
め適切に換気を行う必要がある。空調
設備の機能を向上させることで換気回
数を増やして感染予防を図るため、下
記消防署等の空調設備を改修する。
1 尾西消防署2階会議室
2 北方消防出張所仮眠室（2室）

12,137,606 12,137,606

尾西消防署2階会議室（室内機4台、室
外機1台）、北方消防出張所仮眠室（2
室の室内機2台、室外機2台）の空調設
備を改修した。

使用する職員等の感染リスクが減少し
た。

消防本部消防
救急課
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45 公民館トイレ改修事業

新型コロナウイルス感染予防のため、
市内公民館の男性用小便器洗浄ボタ
ン及び手洗い水栓を非接触タイプのセ
ンサー式に改修する。

2,924,900 2,924,900

市内公民館の男性用小便器ボタン（14
個）及び手洗い水栓（33台）を非接触タ
イプのセンサー式に付け替えた。

非接触タイプのセンサー式に改修する
ことにより、公民館内での感染拡大防
止に寄与した。

生涯学習課

46 ごみボックス設置補助事業②

ごみ集積場所における鳥獣によるごみ
の散乱を防ぎ、新型コロナウイルス感
染リスクの増大の防止を図るためのご
みボックスを設置する町内会に対し購
入費の一部を補助する。

9,939,700 9,939,700

ごみボックスの購入費用の一部補助を
76件（73町内会）に対して行い、182か
所の集積場所に302台を設置した。

ごみボックスの設置により、鳥獣による
ごみの散乱を防ぎ、　新型コロナウイル
ス感染リスク増大の防止を図ることが
できた。

収集業務課

48 大志公民館空調設備改修工事
新型コロナウイルス感染予防のための
室内環境に改善するため、空調設備を
改修する。

22,096,800 22,096,800
大志公民館の空調設備（屋外機2台、
屋内機18台）を取り換えた。

室内環境を改善することにより、換気を
十分に行える環境が整い、感染拡大防
止に効果があった。

生涯学習課

49
障害福祉サービス事業所（訪問等）光
熱費高騰対策支援金

コロナ禍における光熱費（電気・ガス）
の高騰による影響を受けている障害福
祉サービス事業所に対して、安定的な
サービスの提供を継続するため、高騰
分の負担を軽減するための定額の支
援金を支給する。

408,000 408,000

光熱費高騰の影響を受けながらも、障
害福祉サービスの安定的な提供を継
続している17事業所（訪問系及び相談
系事業所）に、1事業所あたり24,000円
の支援金を支給した。

光熱費の高騰を受けながらも、障害福
祉サービスを継続する事業所を支援す
ることができた。

障害福祉課

50
八幡消防分署仮眠室（東側）ほか空調
設備改修工事

消防署における職員の新型コロナウイ
ルス感染拡大は火災・救急出動等の
市民サービスの低下に繋がることか
ら、職員が長時間滞在する事務室及び
仮眠室は感染症の拡大を防止するた
め適切に換気を行う必要がある。空調
設備の機能を向上させることで換気回
数を増やして感染予防を図るため、下
記消防署等の空調設備を改修する。
1 八幡消防分署仮眠室（東側3室）
2 北方消防出張所事務室

4,680,294 4,680,294

八幡消防分署仮眠室（東側3室の室内
機3台、室外機1台）、北方消防出張所
事務室（室内機1台、室外機1台）の空
調設備を改修した。

使用する職員等の感染リスクが減少し
た。

消防本部消防
救急課

51
子育て支援センター新型コロナウイル
ス感染症対策事業

子育て支援センターにおいて、新型コ
ロナウイルス感染症対策を行うため、
抗菌・防炎仕様のマット・おもちゃ殺菌
庫を更新する。

559,760 559,760

抗菌仕様マット9枚、おもちゃ殺菌庫1
台を更新した。

新型コロナウイルス感染症流行下にお
ける子育て支援センターの運営におい
て、利用者への感染拡大防止に効果
があった。

保育課

52 公立保育園備品整備事業

公立保育園で園児が使用する机・椅子
のうち、老朽化し、危険性があるものを
新型コロナウイルス感染症対策のた
め、抗菌加工された机・椅子に更新す
る。

30,505,832 30,505,832

公立保育園で園児が使用する机600
台・椅子1,628脚を、抗菌加工されたも
のに更新した。

新型コロナウイルス感染症流行下にお
ける保育園の運営において、園児への
感染拡大防止に効果があった。 保育課

53
認可外保育施設光熱費軽高騰策支援
事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
等による光熱費の価格高騰の影響を
受ける認可外保育施設に光熱費の補
助を行う。

907,500 907,500

光熱費の価格高騰の影響を受ける認
可外保育施設に、定員1人あたり1,500
円の光熱費補助を実施した。

光熱費の価格高騰の影響を受ける認
可外保育施設の負担軽減に繋がった。

保育課

54
（水道事業会計繰出）上下水道部エネ
ルギー高騰対策

コロナ禍における原油価格・物価高騰
による水道施設の動力費の急激な上
昇により、経営を圧迫している公営企
業の水道事業に対し、動力費高騰分
の支援を行うことで、水道料金への価
格転嫁を抑制し、水道利用者への負担
軽減を図る。

22,659,000 22,659,000

令和5年4月から令和6年2月までの動
力費高騰分22,659,000円を動力費とし
て補填を実施した。

原油価格・物価高騰に伴う水道施設の
動力費の急激な上昇による経済的圧
迫はなく、施設運転の質を維持、水道
利用者への負担軽減に寄与することが
できた。

施設保全課

55
尾張一宮駅前ビル駐車場システム改
修事業

駐車場設備を車番チケットレス方式に
することによる非接触化と事前精算機3
台導入により分散化を図り、新型コロ
ナウイルス感染症の拡大を防止する。

44,358,000 22,440,000

車番チケットレス方式の駐車場設備及
び事前精算機3台を導入した。

チケット式出口精算のみの旧システム
に比べ、非接触でスムーズな出庫が可
能となり、施設利用による感染リスクを
低減できた。

指定管理課

58 保育園空調設備更新事業②

市立保育園において、新型コロナウイ
ルス感染症の拡大を防止するため適
切に換気をおこないつつ、保育を行う
必要がある。保育環境を維持するた
め、老朽化した空調を更新する。

35,613,446 10,490,095

公立保育園9園で老朽化した保育室等
の空調設備9台を更新した。

適正な換気・室温管理を行える室内環
境に改善し、感染拡大防止に効果が
あった。 保育課

61
休日急病診療所新型コロナウイルス感
染症対策強化事業②

コロナ５類移行後も、発熱者等の診療・
検査等の対応を屋外で実施し、院内で
の感染拡大防止を図りながら休日の一
次救急医療を継続して提供するため、
中保健センターの敷地内に屋外診療
用のカーポートを設置し、感染防止の
ための環境を整備する。

7,124,700 6,124,700

院内感染対策として、屋外で受付・診
療するためのカーポート1基を設置し
た。

院内感染拡大防止の環境が整備さ
れ、休日の一次救急医療を継続して提
供できた。

保健総務課

62 感染症疫学調査委託料

新型コロナウイルス感染症疫学調査
（陽性判明者への聞き取り調査）を行
う。

7,190,156 7,190,156

令和5年4月1日から令和5年5月7日ま
でに新型コロナウイルス感染症疫学調
査を205件を行った

新型コロナウイルス感染症患者に対応
するための体制が構築され、患者の健
康管理に関わる多数の業務を遅滞なく
進めることができた。

保健予防課

64 介護認定審査会事業

介護認定審査会のオンライン化につい
て、令和4年度に導入したWEB会議に
加え、新たに電子審査会システムを導
入することでペーパーレス化に伴う非
接触・非集合形式による開催を推進
し、新型コロナウイルス感染拡大を防
止する。

5,152,125 5,152,125

一宮市介護認定電子審査会システム
を導入し、62名のうち34名の委員が紙
から電子資料に切り替わった。また、非
集合式の会議にしたことで、職場等か
らリモートで参加することが可能となっ
た。

紙資料の送付や回収に係る事務負担
の軽減と感染症対策に効果があった。

介護保険課

65 地域繊維産業の支援事業

令和5年度に新成人となる18歳に到達
する方に、新成人応援事業としてお祝
いメッセージや啓発リーフレットを渡す
際、新型コロナウイルス感染拡大の影
響を受けた地域繊維産業を支援する
ため、特産品である尾州ブランドの記
念品（ハンカチ）を送付する。

3,422,320 3,422,320
令和5年度に18歳に到達する方に、合
計3,727個の記念品を送付した。

人生の節目として大人になったことを
祝うだけでなく、成人としての自覚や法
的責任とともに、郷土についても考えて
もらうきっかけとなった。また、新型コロ
ナウイルス感染拡大の影響を受けた地
域繊維産業への支援となった。

青少年課

66 学校給食費保護者負担軽減補助金②

コロナ禍において物価高騰に直面する
保護者の子育てに対する経済的負担
の軽減を図るため、小中学校の給食費
を補助する。

110,547,458 110,547,458

給食費
小学校　285円（前250円）
中学校　325円（前285円）

R5.4～R5.7（１学期）
小学校　35円
中学校　40円

R5.9～R5.12（２学期）
小学校　15円
中学校　20円

R6.1～R6.3（３学期）
小学校　15円
中学校　20円
上記金額分の給食費を徴収せず、そ
の分の金額を学校給食食材購入事業
者へ交付した。

学校給食費の一部を補助することによ
り給食費改定による保護者の経済的な
負担を軽減することができた。

学校給食課

67
一宮市観光協会デジタルスタンプラ
リー事業

コロナ禍の飲食店活性化のため、一宮
モーニングに続く着地型観光メニュー
を発掘し、年間を通じて来訪者を増や
す。ご当地のグルメ・スイーツ・食材な
どの中からテーマを定め、これに相応
しいスポット（店）10カ所程度を厳選し、
デジタルスタンプラリーキャンペーンを
一定期間展開する。参加者には記念
品を贈呈。

3,292,500 3,292,500

スマートフォン上の特設サイトから参加
できるデジタルスタンプラリー「尾州の
和菓子巡り」を2023年11月1日（水）～
2024年1月31日（水）まで開催した。指
定の市内10店舗の中から4店舗を巡
り、スタンプを集めた方の中から抽選で
賞品をプレゼントした。【応募総数：337
件】

コロナ禍における新たな生活様式に対
応した非接触型の事業を開催すること
で、消費拡大に寄与した。

観光交流課

68 GIGAスクール構想整備事業

ウィズコロナ下での新しい生活様式に
合わせた教育を提供するため、国の提
唱するGIGAスクール構想の実現に向
け、児童生徒１人１台の学習者用端末
及びその使用環境について整備する。

47,408,240 47,408,240

令和2年度及び令和3年度に整備した
児童生徒1人1台の学習者用端末及び
その使用環境について、継続して維持
管理をした。

多様な子どもたちを誰一人取り残すこ
となく、公正に個別最適化され、資質・
能力が一層確実に育成できる1人1台
端末環境を整備することができ、コロナ
禍における新しい生活様式に合わせた
教育環境の整備に寄与した。

教育部総務課

69
野球場ナイター照明電気使用料価格
高騰支援

コロナ禍における電気料金の物価高騰
の影響を受けた増額分に臨時交付金
を活用することで、物価高騰を照明使
用料に転嫁することなくサービスを維
持し、施設利用者の負担を抑える。

10,049,128 6,675,135

ナイター照明利用実績（合計175件）
・平島公園野球場47件
・奥町公園野球場123件
・五城グラウンド5件

電気料金の高騰分に臨時交付金を充
てることにより、ナイター照明設備の使
用料を見直すことなくサービス提供の
継続が図られた。

スポーツ課
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令和5年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　実施状況及び効果検証

70
多目的広場ナイター照明電気使用料
価格高騰支援

コロナ禍における電気料金の物価高騰
の影響を受けた増額分に臨時交付金
を活用することで、物価高騰を照明使
用料に転嫁することなくサービスを維
持し、施設利用者の負担を抑える。

8,090,460 4,113,483

ナイター照明利用実績（合計718件）
・九品地公園競技場525件
・木曽川運動場グラウンド193件

電気料金の高騰分に臨時交付金を充
てることにより、ナイター照明設備の使
用料を見直すことなくサービス提供の
継続が図られた。

スポーツ課

74 スマート窓口運用事業

市民課窓口での接触の機会を軽減し
新型コロナウイルス感染拡大を防止す
るため、異動届をタブレットによる電子
申請で受け付けるスマート窓口システ
ムを運用する。

7,404,672 7,404,672

書かない窓口において、二次元コード
を使用した事前申請や、窓口タブレット
端末で受付を行い、住民異動届と関連
する申請書の作成を連動して行った。

窓口での市民負担を軽減し、業務を効
率化することで受付時間を短縮し、感
染リスクの低減に寄与した。 市民課

75 証明書コンビニ交付手数料減額事業

窓口での混雑回避を図り新型コロナウ
イルス感染拡大を防止するため、証明
書コンビニ自動交付サービスを促進す
るにあたり、利用者の負担軽減のため
手数料を１通につき100円減額する。

7,863,500 6,827,619

マイナンバーカードを利用してコンビニ
交付する証明書発行手数料を100円減
額した。減額後の令和5年4月1日～令
和6年3月31日までの期間に、77,906件
の利用があった。

手数料の減額により、コロナ禍・物価高
騰の影響を受ける市民を経済的に支
援できた。また、コンビニ交付の利用促
進により、市発行窓口での混雑を回避
し、感染拡大防止に繋がった。

市民課

76
証明書コンビニ交付手数料減額事業
②

窓口での混雑回避を図り新型コロナウ
イルス感染拡大を防止するため、証明
書コンビニ自動交付サービスを促進す
るにあたり、利用者の負担軽減のため
手数料を１通につき100円減額する。

3,860,000 3,860,000

マイナンバーカードを利用してコンビニ
交付する証明書発行手数料を100円減
額した。減額後の令和5年4月1日～令
和6年3月31日までの期間に、38,600件
の利用があった。

手数料の減額により、コロナ禍・物価高
騰の影響を受ける市民を経済的に支
援できた。また、コンビニ交付の利用促
進により、市発行窓口での混雑を回避
し、感染拡大防止に繋がった。

市民課

77 市民病院照明器具ＬＥＤ化事業

コロナ禍において電気料金高騰の影響
を受ける市民病院の照明を消費電力
の小さいＬＥＤに取り替えることで、経
済的負担を軽減し、安定的にサービス
提供をできる医療体制を構築する。

10,681,000 9,710,000

市民病院の施設のうち、院内保育所
（83台）と第3駐車場（100台）の照明を
LED照明に取替えた。

消費電力を削減し電気料金を抑えるこ
とで、経済的負担軽減に寄与すること
ができた。

市民病院管理
課

89
（下水道事業会計繰出）上下水道部エ
ネルギー高騰対策②

コロナ禍における原油価格・物価高騰
による下水道施設等の動力費の急激
な上昇により、経営を圧迫している公
営企業の下水道事業に対し、動力費
高騰分の支援を行うことで、下水道使
用料への価格転嫁を抑制し、下水道使
用者への負担軽減を図る。

25,555,000 25,555,000

令和5年4月から令和6年2月までの動
力費高騰分25,555,000円を動力費とし
て補填を実施した。

・電気料金　23,058,000円
・燃料費　　　 2,497,000円

原油価格・物価高騰に伴う下水道施設
の動力費の急激な上昇に相当する額
の一部を支援金として活用したことに
より、下水道使用者への負担軽減に寄
与することができた。

施設保全課

90 母子保健衛生費補助金

新型コロナウイルス感染症に対する強
い不安がある分娩前の妊婦に対し、ウ
イルス検査の費用を助成する。 108,000 54,000

新型コロナウイルス感染症に対する強
い不安がある方、または基礎疾患があ
る分娩前の産婦に対し、1人2万円を上
限にウイルス検査費の助成を行った。
ウイルス検査費助成件数12件

感染拡大防止に効果があった。また、
新型コロナウイルス感染に不安がある
妊婦の不安解消に寄与できた。

健康支援課

91 妊娠出産子育て支援交付金

コロナ禍における子育て世代を支援す
るため、妊娠届出時の面談後と出産後
の赤ちゃん訪問等での面談後にそれ
ぞれ5万円を支給する。

103,809,479 16,945,479

出産準備応援給付金　893件
同給付金（遡及分）　 93件
子育て応援給付金　 998件
同給付金(遡及分)　  37件

妊婦および子育て家庭を支援すること
ができた。

健康支援課

96
（下水道事業会計繰出）上下水道部エ
ネルギー高騰対策③

コロナ禍における原油価格・物価高騰
による下水道施設等の動力費の急激
な上昇により、経営を圧迫している公
営企業の下水道事業に対し、動力費
高騰分の支援を行うことで、下水道使
用料への価格転嫁を抑制し、下水道使
用者への負担軽減を図る。

27,410,000 27,410,000

令和5年4月から令和6年2月までの動
力費高騰分27,410,000円を動力費とし
て補填を実施した。

・電気料金　22,563,000円
・燃料費　　　 4,847,000円

原油価格・物価高騰に伴う下水道施設
の動力費の急激な上昇に相当する額
の一部を支援金として活用したことに
より、下水道使用者への負担軽減に寄
与することができた。

施設保全課

98
（病院事業会計繰出）市立病院災害時
感染防止対策事業

コロナ渦においてもいつ発生するか分
からない災害発生時に使用する非常
用トイレと付属消耗品等を備蓄する。
災害時に衛生環境の悪化を抑制し、入
院・外来患者および職員の感染リスク
の低減を図る。

5,257,395 4,779,450

非常用トイレ（ベンリー袋R）を20,800回
分と圧縮保管袋などを購入のうえ、各
病棟、外来等に設置した。

災害時に病院内のトイレが使用できな
くなっても、非常用トイレを活用すること
で患者及び職員の感染リスク低減に寄
与すると考えられる。

市民病院管理
課

99 使い捨て手口拭き導入事業

公立保育園で園児の食事の際に手・口
を拭く際に布巾を使用している。繰り返
し使用することによる新型コロナウイル
ス感染症拡大のリスクを低減するた
め、使い捨て手口拭きを導入する。

4,834,412 974,412

公立保育園の乳児1,650人が食事の際
に手・口を拭く際に使用できるよう購
入。

繰り返し使用する布巾から使い捨て手
口拭きに変えたことで、感染拡大防止
に効果があった。 保育課

100
（病院事業会計繰出）入院時動画説明
システム導入事業

コロナ渦においても円滑な入院受付業
務ができるよう、密対策として患者への
入院案内や手術等の説明を動画視聴
により行える体制を整える。また自宅で
も動画を視聴可能とすることで職員と
の接触時間、病院内の滞在時間を短く
する。

2,101,000 1,910,000

患者への入院案内および手術時の麻
酔に関する動画をリリース。病院外でも
視聴できるようにした結果、約半年間
で延べ2,852名の入院予定患者が動画
を視聴した。

入院について、患者への説明時間を短
縮できたことにより、患者の病院内滞
在時間を短縮できた。患者向けに行っ
ている動画視聴後アンケートの結果で
も概ね肯定的に受け入れられている。

市民病院管理
課

101
（病院事業会計繰出）タブレット端末導
入事業

感染拡大時に病院職員が遠隔で会議
を可能とするため。また、動画や資料
など病院内で迅速に情報共有ができる
ようにパソコンを配布する。
コロナ感染症における密対策、情報共
有の迅速化による業務効率の向上な
どの効果を見込む。

9,700,905 8,819,005

Web会議、院内グループウェアの参照
や、従前、紙で配布されていた資料等
の共有などができるタブレットPC65台
を導入。幹部職員や、紙資料の多い委
員会のメンバーなどに配布した。

ペーパーレス化による情報共有の迅速
化、院内会議の開催時間短縮により、
院内における感染症対策に効果が
あった。

市民病院管理
課

102 保育用備品の購入

保育園及び子育て支援センターにおけ
る新型コロナウイルス感染症拡大防止
を図るため、消毒用備品や抗菌仕様の
備品を購入する。

14,436,502 14,436,502

抗菌仕様のベッド28台、ベッドガード46
台、食器消毒保管庫7台、抗菌便座カ
バー615個を保育園に購入し、抗菌仕
様マット13枚を子育て支援センターに
購入した。

新型コロナウイルス感染症流行下にお
ける保育園及び子育て支援センターの
運営において、感染拡大防止に効果が
あった。

保育課

103 療育用備品の購入

いずみ学園及び親子通園施設におけ
る新型コロナウイルス感染症拡大防止
を図るため、消毒用備品や抗菌仕様の
備品を購入する。

1,763,696 1,763,696

おもちゃ殺菌保管庫3台、食器消毒保
管庫1台、抗菌便座9台、抗菌折り畳み
ベッド1台を購入し、いずみ学園及び親
子通園施設に設置した。

新型コロナウイルス感染症流行下にお
ける集団療育の運営において感染拡
大防止に寄与した。

子ども発達支
援課

104 保健センター環境改善事業

保健センターにおける新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止を図るため、健診
時等に医師および受診者が使用するタ
オル、敷布を洗濯する洗濯乾燥機を購
入し、衛生管理を強化する。

626,560 479,740

ドラム式洗濯乾燥機を保健センター3ヶ
所に１台ずつ購入した。

コロナ禍により感染症拡大防止を図る
ためにタオル等の使用量が増加した
が、常に清潔な状態で使用するでき
た。

健康支援課

105 会議用大型モニターの購入

ウィズコロナ下での新しい生活様式の
実践を推進するため、オンライン会議
等に使用する大型モニターを購入す
る。

622,160 622,160

新しい生活様式の実践を推進するた
め、オンライン会議等に使用する大型
モニターを2台購入した。

会議のみならず打合せ等でもモニター
の活用が進み、さらに新しい生活様式
の実践を推進することができた。

秘書課

3,299,205,836 3,032,113,955

※ この一覧は臨時交付金を活用（充当）した事業を対象としています。充当がない事業は掲載していません。

合計


